
外交
Diplomacy

特
集

中
東
秩
序
は
力
で 

支
配
さ
れ
る
か

連
載

　

　

96	

外
務
省
だ
よ
り

144	

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　
江
﨑
智
絵（
防
衛
大
学
校
）
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今月の表紙
ホルムズ海峡を米国とイランの
双方が封鎖し、世界経済を人
質に対峙する。国際秩序大変化
のきざしだろうか。（ABACA 
PRESS ／時事通信フォト）

7

第
２
次
イ
ラ
ン
戦
争「
危
機
」の
構
図 

池
内 

恵（
東
京
大
学
）

14

非
対
称
戦
争
と〈
力
の
支
配
〉の
実
像

座
談
会
⚫
阿
南
友
亮
（
東
北
大
学
）
×
岩
間
陽
子
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）
×
久
保
文
明
（
東
京
大
学
）
×
齊
藤 

貢
（
元
駐
イ
ラ
ン
大
使
）

26

イ
ラ
ン
集
団
指
導
体
制
と「
失
わ
れ
た
機
会
」 

鈴
木
一
人（
東
京
大
学
）

32

日
本
外
交「
プ
ラ
ン
Ａ
」超
え
の
試
練 

秋
田
浩
之（
日
本
経
済
新
聞
）

38

ホ
ル
ム
ズ
海
峡「
封
鎖
」後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢 

秋
月
悠
也（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

44

核
秩
序
が
さ
ら
さ
れ
る「
二
重
の
危
機
」 

秋
山
信
将（
一
橋
大
学
）

'

50

Ａ
Ｉ・
ド
ロ
ー
ン
と
イ
ラ
ン
戦
争
の
帰
趨 

佐
藤
丙
午（
拓
殖
大
学
）

56

米
国
の
対
外
軍
事
介
入
と
国
内
世
論 

西
山
隆
行（
成
蹊
大
学
）

62

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済「
非
常
事
態
宣
言
」下
の
対
応
と
構
造
改
革 

柏
原
千
英（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

66

欧
州
経
済 

再
エ
ネ
活
用
と
防
衛
費
増
額
で
混
乱
を
押
さ
え
ら
れ
る
か 

�
 

田
中 

理（
第
一
ラ
イ
フ
資
産
運
用
経
済
研
究
所
）

72

「
静
か
な
仲
介
者
」の
役
割
狙
う
中
国 

青
山
瑠
妙（
早
稲
田
大
学
）

78

軍
事
行
動
に
す
く
む
イ
ン
ド
の
バ
ラ
ン
ス
外
交 

伊
豆
山
真
理（
防
衛
研
究
所
）

84

次
の
介
入
は
キ
ュ
ー
バ
か
？ 

山
岡
加
奈
子（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

90

中
東
に
お
け
る
日
本
外
交
の
貢
献
と
は 

東 

大
作（
上
智
大
学
）

FOCUS
東アジア情勢の
変化と日本

98

高
市
・ト
ラ
ン
プ
日
米
首
脳
会
談
の
成
果
と
課
題 

山
口 

航（
関
西
大
学
）

102

「
法
化
」す
る
中
国
の
対
日
経
済
制
裁 

渡
邉
真
理
子（
学
習
院
大
学
）

108

国
共
ト
ッ
プ
会
談
は
台
湾
政
治
に
影
響
す
る
か 

門
間
理
良（
拓
殖
大
学
）

112

北
朝
鮮 

党
大
会
の
成
果
と
中
朝
関
係 

堀
田
幸
裕（
霞
山
会
）

TREND 2026

118

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ「
第
2
の
独
立
」へ
の
政
治
改
革 

日
下
部
尚
徳（
立
教
大
学
）

124

パ
キ
ス
タ
ン・ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
対
立
と「
二
つ
の
タ
リ
バ
ン
」 

山
根 

聡（
大
阪
大
学
）

130

変
わ
ら
ぬ
ミ
ャ
ン
マ
ー 

軍
事
政
権
か
ら
親
軍
政
権
へ 

根
本 

敬（
上
智
大
学
）

134

16
年
ぶ
り
の
政
権
交
代「
オ
ル
バ
ン
後
」の
ハ
ン
ガ
リ
ー 

山
本 

直（
日
本
大
学
）

138

ス
ー
ダ
ン
の
終
わ
ら
な
い
内
戦 

飛
内
悠
子（
宮
城
大
学
）


